虫様垂ノ穿孔ニ因スル急性広汎性腹膜炎ニ対スル手術ニ就テ by 堀内, 千仭
Title虫樣垂ノ穿孔ニ因スル急性廣汎性腹膜炎ニ對スル手術ニ就テ
Author(s)堀内, 千仭











聖書感博士堀 内 千 偲
Ueber die Operation der akuten allgemeinen 
durch Perforation des Wurmfortsatzes 
verursachten Peritonitis. 
Von 
Prof. Dr. S. Horiuchi. 
〔Ausdem Kokura .Kinenbyoin (Prof. Dr. Y. Soejima. 
u. Gifu .Provinzialhospita!(Dr. S. Horiuchi.）〕
急性化膿性揃f益性腹膜炎ハ腹部内臓諸臓器ノ炎症ヵー腹膜ニ波及シタ揚合， 成ハ夫等
器官ノ種々ナ ）~疾f.！：：ニ悶スル穿孔 ノ 場合，胃腸守： ノ：外傷性断裂ノ i抵 叉身鰐遠隔部品
於クル化膿性炎症;Jl腹膜ニ締移シタ揚合等種 ／々 ！京国ガ泉；ゲラレテ居ルガ， 就中，虫
椋霊ノ；援宜性穿孔性炎症ニ由来スノレ場合ガ最多イ事ハ言 テ侠タ無 ィ。
!.lfi；雫ノ穿孔ニ困テ起ツ タ化膿性成汎・I'!：腹膜炎ヵ ，ー 手術テ行ハズニ自然的治癒テ皆
ム ~l手ハ，絶無テ・ハ無イガ夫 レハ率ロ例外デ ， 外科的槻血療法ニ侠生無ク レ パ， 共殆納
テハ死ノ特機テ ト ル事ハ周知／ ；事柄デ アル。此際ニ於う ）~外Fl的廃置 ニ就テハ，従来，
種々論ヲピセ ラレテ），1;Jレガ，手術方・法ハ必シモ一定 シテ府 ラヌ。例へパ開j仮創ノ部位ニ
就 テ切開創ノ大サニ就テ，或，、虫、様飛ノl選置ニ闘 シテ， 叉ハ目立院内＝瀦溜スル)j良汁ノ
底置ニ就テ，.！.＇XI、肺痔膨i前セJレ腸管ノ庭置ニ針シテ， 種々論ゼラ レテ居リ各術者ニ｛大
テ手術方法モ異ツテ居リ，果シテ，如何ナルJi法が最良ナ リヤニ迷7次第デアJレ。
余等ハ大i同年カ ラ昭和JIドニ王 Jレ10年間ニ，小倉記念病院外科エ於テ， 虫様需炎ニ
由＊セリト思ハJレJレ急性成汎’Ii(;版膜炎ノ 手術例43テ得，殊ニ共中多数例（26例） ニ就テ





堀内，議機乗ノ j穿孔＝悶スノレ急性~汎性腹膜炎＝鈴ス Jレ手術＝就テ ():!;j 
性 I 年 齢 l術腹俊現膜迄i炎ヨノ症時リ手状間I 糞凄造設 I 虫機種易lj出 2長 後
1 男 28歳 約50時間 （＋） （ー ） 死
2 女 25歳 約15時間 （＋） （＋） 治
3 男 39歳 約24時間 （一） （＋） 死
4 男 12歳 約30時間 （＋） （＋） 治
;) 男 21歳 約10時間 （ー） （ー） 治
6 男 58歳 約24日寺間 （＋） （＋） 死
7 女 14歳 約72時間 （ー） （＋） 死
8 女 8歳 約20時間 〈＋） （＋） 治
9 男 34歳 約45時間 （＋） （＋） 治
10 男 13歳 約20時間 （＋） （一） 治
11 女 22歳 約10時間 （ー） （ー） 治
12 男 41歳 約JO時間 （＋） （＋） f会
13 男 22歳 約IO時間 （一） （ー） 治
14 男 11歳 約30時間 （ ） （＋） 治
15 女 44歳 約100時間 （一） （一） 死
].6 男 48歳 約55時間 （＋） （＋） 死
Ii 男 11歳 約24時間 （＋） （＋） 治
18 男 18歳 約20時間 （＋） （＋） 治
19 男 22歳 約30時間 ｛＋） （＋〉 死
20 女 32歳 約20日寺間 （＋） （ー） 治
21 女 49歳 約10日寺問 （ー ） （＋） 治
22 男 10歳 約48時間 （ー） 〈ー） ？色
2% 男 1)2歳 約30日寺間 （＋） （ー） 治
24 男 42歳 約20日寺問 （＋） （＋） 死
25 男 24歳 約30時間 （＋） （＋〉 治
26 男 47歳 約55時間 （＋） （＋） 死
；『I 男 47歳 約30時間 （＋〉 （ー） 死
28 男 15歳 約70時間 （＋） （＋） 死
29 男 13歳 約70時間 （＋） （＋） 死
ilO 男 42成 約48時間 （＋） （＋） 治





























































デアJレ。 此際洗瀧テ推奨スJレ人壬アJレガ，洗糠法テ行フテモ， 腹腔内ノ ：陸出物テ完全
ニ排除スル事ハ困難デアルシ，吾々 ハ後ニ~プJレ理由 ニ依テ ， 腹腔内ニ残忍スJレ膿性













































斯ク シテ幸治療ノ 奏効シタ揚合へ 2-3-4週間後腹膜炎ノ症欣ガ去れ胃腸ノ機能
恢復テ待ツテ，腸撞ノ閉鎖列tフノデアル3 此糞痩閉鎖術ハ．軍純ニ痕：孔部ノ腸管壁

























如何ニ依テ統計ニ相違テ来スノ デアJレa 故ニ各人ノ成績テ直ニ針比シ． 批判スル譲二
ハ行カヌ。糸等ハ既ニ多少時期テ失シタト思ハルJI,幾多ノ素〔篤ナル本疲ニ針シテ， 其
幾分デモ救ヒ件Jレナラパトノ希望カ ラ，勇敢ニ手術テ断行シテ見タ事ハ． 高度ノ議腸
I~糞痩造設ノ止ム無キニ王ツタ多数例カラ首肯出来Jレ ト思 フ。 囚ニ余等ノ4J例ハ，








ツテ， 決 シテ一様デハ無4。故人 此危念手術ノ成績テ考察スル揚合エハ， 普通虫様
垂炎初徴登現カラ危念手術迄／時間ニヨツテ英成績テ云々 スJレハ不適首デアル ト考へ
Jレ。自p，腹膜炎カ”起ツテカラ（卸穿孔シテカヨ〉手術迄ノ時間ニ依ツテ考察スル方ガ安







腹膜炎蛮病ヨリ手術迄ノ時間 綿数 治癒 死亡
10時間以内 7例 7例 。
10-24時間 11例 7例 4ザI)
24-48時間 12例 7191) SfJJ 
48-72時間 12例 4例 8f71J 




糞護 這設ト 謀 議
線数 治癒 死亡 死亡率
糞痕テ建設セ Jレモ／ 26例 15例 11例 42.7% 




、， 病勢ガ充準シ，殊ニ鼓腸／；甚シイ重症者ニ就テ之テ行ツタノ デアJレ。 此事費ハ褒
病ヨリ手術迄ノi経過時間 ト糞痩造設／；有無トノ開係テ検スレバー居l明瞭ニナ Jレ。
裂病ヨリ手術迄ノ時間 綿手術例糞痩テ作成セJレモノ !'I成セサ・Jレモノ
褒病10時間以内 7例 1伊1 6例
6:10 日本外科賞曲第七倉附鈴
10-24時間 11例 6例 5例
24-48時間 12例 10例 2似1
48-72時間 12例 9例 3例
印．設病早期ノモノニ糞痕造設例少ク，晩期ニ造設例ガ多4。殊ニ，護病10時間以内
ニ手術セ Jレ6~］ ノ ：如キハ．鼓腸ノ米ダ甚シカラ ダJレ，比較的離症デ，従ァ糞痩作成 ノ 必
要テ認j ナカツタモノデアノレ。是等6例ハ．糞痩テ作成シテモ，亦治癒シタデアラウ ト
思フ。故ニ斯 ノ如キ早期ノモノテ除外シ，護病10時間以上テ経過シタモ ／ニ就テ， 死
亡率テ験ペテ見Jレト，
設病10-48時間 481：昨日以上
糞痩テ作成セ Jレモノ／死亡率 31.3% 66.7% 
～一ーー 一ーー 一「ー一一ーーー －
44% 






年齢 ト 議 後
8-20歳 21-40蔵 40歳以上
市息 数 16例 14例 13例
治 癒 IO'WIJ 9例 6例
手ビ 亡 6-WtJ 5例 7例
吾々／症例ハ8歳以上66歳ニ迄及ンデ居Jレガ，之テ20歳迄ノ：護育期ト， 40歳迄ノ批年
期 ト，夫レ以上ノ老年期 トニ三大別シテ検 スJレト．大穂若4人ハ成績が宜ク， 40歳以
上ニナル ト，助ルモノヨ リ死ヌ方ガ多クナ Jレ。 10歳未満デ糞接テ作成 シタ 毛 ／ガ 4~1




















期内， S弘様ifU穿孔＝図スノレ念性康汎性腹膜炎ユ劉スJレ手術＝就テ 631 
本症ノ原因ガ虫様垂ニアJレ以上，其病源テ除クハ有意義ノ事デアル。然シ貫際危念
／；揚合，腸管叉ハ九網等ノ癒着ガ強イカ，腸管ノ膨i繭カ、高度デ，虫様垂ノ；護見， 若ク
ハ別出カ、不可能ノ事モア；i.，又一般献態ガ不良デ， 1t様黍射出ノ暇ノ；無イ揚合モアル。
吾々ノ；場合デハ虫様霊ノ射出歩行ツタモノガ26例，別出シナカツタモノ 17例テ．アルガ，
死亡率ハ雨者ニ大差ガ無イ。此事貫カラ言へ内 容易ニ虫犠垂切除テ行ヒ得ラJレノレモ
ノハ勿論之テ遂行シ，射出ノ困難ナモノハ必シモ其困難テ犯シ，手術時間テ徒ニ遷延
シテ迄強テ虫様垂ノ刻出テ行ハ無クトモ，一時ノ危急ア救フ上ニハ差支無イト思フc
（手術及考案ノ、小倉記念病院長副島博士＝，木表作成＝就テノ、大圏撃士ノ調査＝責7所大ナ九
記シテ深甚ナノレ感謝／意ヲ表ス）
